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共通教育で数学を教えてみて
共通教育を担当して8年、難しい数学ではなく身近な話題を
通して数学の面白さや美しさを伝えようと努力している。
共通教育と専門教育の大きな違いのひとつは受講する学生
だろう。私の場合、専門教育では、教える学生は理数コース
の学生がメインで、他には数学の免許をとる為にやってくる
(数学に自信のある)他コースの学生ぐらいである。しかし、
共通教育となると、学部や学年もいろいろで、今までに学習
してきた数学の内容も人それぞれなので、こちらとしては高
校卒業までに学習しているであろう最低限の内容(数学Ⅰ ・Ⅱ
・A・B程度)を仮定して講義を進めていくしかない。ま
た、ある年には学外から聴講しに来る年配の方もいたため、
どの程度の数学的知識があると仮定して講義を進めてよいか
わからなくなってしまったこともある。(幸いにもその聴講生
は熱心で、数学に関しても充分な知識があったので、当初計
教育地域科学部(理数教育講座） 櫻本 篤司
画していた内容の講義をすることができた。)この様に、学
部 ・学年の異なる学生、時には聴講生を対象にするので、講
義の内容は自分の専門分野の話ではなく、高校生にも理解で
きる話題としている。しかし、自分の専門分野と異なる内容
であっても、教える側が面白いと感じなければ講義していて
も楽しくないので、自分の趣味に偏った数学の話題を選ぶの
は当然であろう。私の担当する講義のタイ トルが 「グラフ理
論」、「離散数学入門」、「数の世界」と何度か変わったのは、
自分の趣味が変わったのが主な理由である。
専門教育ではカリキュラム通りに毎年同じテーマで講義を
すべきであろうが、共通教育ではある程度自分の好きなよう
に講義をデザインして良いと私は考えている、また、そのよ
うに自分の趣味や個性を表に出した講義ができるのが共通教
育の良さではないだろうか。
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さて、実際に共通教育で数学の講義をしていると.数学と
いえば計算が主体で証明はおまけと思っているのか、学生が
証明を軽視、あるいは苦手にしている事がよくわかる。自分
で証明ぐきないというのもあるが、板書した証明を見ても何
故それが証明になづているのかわからない学生もいるようだ。
数学において証明というのは欠かせない存在であり、証明さ
れてないものは定理ではなく単に予想である。数年前にワイ
ルズによって証明されたフェルマーの定理も、ワイルズが証
明するまでは、ただ単にフェルマーの予想でしかなかった。
また、何干年も前に発見されたピタゴラスの定理などが今も
正しいのはそれが証明されたからである。それはともかく、
証明が苦手な学生が多いので多くの定理を証明するのは諦め、
1回の講義で証明を付けるのは多くても2つまでとしている。
こちらとしては証明をしないで定理を紹介するのは抵抗感が
あるのだが、数学の面白さを実感してもらうという目的の為
我慢しているのである。しかし,数学に興味のある学生には
是非証明することに挑戦してもらいたい。どんな些細なこと
でも、まだ未発見なものであれば、それはあなたが発見した
定理なのである。もしかしたら、いつか自分の名前のついた
定理が世界に広まるかもしれない。
また、共通教育 ・専門教育にかかわらず、講義中にほとん
ど質問が出ないのは残念である。私は、1年ほどアメリカに滞
在していた時に、UCBの大学院の講義を聴講していたのであ
るが、その講義のスタートは"Goodmorning"と朝の挨拶から
始まり、次の言葉は"Anyquestion?(質問は )"であった。
そうすると、ほぼ毎回院生から質問が出て、講義の最初の10
分ぐらいはその対応に費やされるのである。勿論"Anyques-
tion?の正確な意味は 「前回までの内容で質問はあるか?」
という意味である。その後、講義中に何度も"Anyques-
tion?"の一言と院生からの質問が飛び交ったのは言うまでも
ない。私も、そのような活気のある講義をしてみたいと思っ
ているのだが、実現には程遠いようである。勿論、よく理解
しているので質問が無いというのであれば大変結構。でも、
わからない所や疑問に思っている事があれば積極的に質問し
てもらいたい。授業中に質問するのが恥ずかしければ、オフ
ィスアワーを活用するのも良いだろう。
最後に、私の担当している共通教育科目の宣伝を。本年度
は後期に 「数の世界」と題して整数 論の話を している。
2004年に日本数学会の出版賞を受賞した小川洋子著 「博士
の愛した数式」に登場する素数、完全数、友愛数、三角数な
どを題材にして、それらに潜む美しい理論について解説して
いる。来年度以降も同じ講義名で続けていく予定なので,興
味のある学生はどうぞ。
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